
　昨年の文庫総会資料で報告させていただきましたが、数年後には所蔵資
料を京都学・歴彩館に寄贈する方向で検討・協議を進めています。大枠で
は双方とも合意しています。

　その準備の意味もあって、写真資料、ボックス資料等の内容のデータベー
ス化を目的として、図書館振興財団に費用の助成申請をしましたが、残念
ながら採択されませんでした。今年度に再度チャレンジしようと考えてい
ます。

　所蔵資料のデジタルデータベース＝ DDB は、かなりの部分は「アクセ
ス」などで構築されており、文庫ホームページの検索サービスで有効に活
用されています。しかし、DDB としてはまだ不十分なので、再構築して
資料の全体像を明示し、より検索・利用しやすくする必要があります。今
後、運営委員会などで検討していきますが、今のところ、次のような方向
を考えています。

・DDB には、定番ソフトである「FileMaker ファイルメーカー」を使用する。
・資料タイプ ( 画像、図、文書等 ) 毎に DDB を作成する。すでに DDB
のプロトタイプ案は作成済み。
・重要ボックス資料 459 箱：紙資
料を入れている袋ごとにタイトルや
内容を記入済みのテキストデータを
入力する。該当資料の内容を示す冊
子類の目次など何枚かのページをイ
ンデックス的にスキャンする。テキ
ストとスキャン画像を統合した DDB
を構築する。
　　　　　　　（２ページにつづく）
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